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【提案日時】      
        ９月６日（水）  

提案  名畑 慧大先生（原小）   

司会  益満 順也先生（羽沢小）  

記録  田中 晃祐先生（あざみ野第二小）  
【会 場】  

平沼小 

【指導案検討】 
単元名 「食料品をつくる工業～地域とともに成長するM社の取り組み～」 

【授業者より】 

材について  

M社に注目した単元計画（酢や調味料の会社。調味料５品目で日本シェア１。食酢・ほん酢中心に日本の食文

化を支えている。）児童は目立つものに注目しがちな傾向。この学習を通して目立たないものも大切にし、児童

の自己肯定感を高めていきたいという願い。 

児童の実態 

児童によって差があるが「材」との心理的距離が遠い。現在行っている稲作の学習は身近なことから熱心に取

り組んでいる。話合うときに、より社会的根拠をもとに話せるようにしたい。 

単元について 

① 食酢やポン酢のシェアと学校給食で使用している調味料の表から、M社が自分たちの給食を支えている事実に

気付かせる。→２２０年企業が続いている事実から単元を作っていきたい。しかし、より自然な出会いを大切

にしたい。 

② 稲作の学習で寿司を連想する児童が多い→米（稲作）、魚（漁業）、酢（工業）の順番で学習すると子供の興

味がある「寿司」に繋がってよいと現在は思っている。 

困っていること 

① 理念や概念を子ども達に話してほしいと思っているが、知識中心の単元計画になっている→その差を埋めたい

と思っている。 

② M社は、これからＺＥＮＢプロジェクトに力を入れている→なぜ、酢の会社がパスタを作っている？から本気

の学習に繋げていきたいが、、、 

 

【検討内容】 

単元を見通す学習問題 

広がりのある課題なのか。続いている理由よりも、食酢がどのように作られているのか？ 

なぜ、日本１なのか？などでもいいのでは、、、 

 →本当に子どもが知りたいことなのか？知りたいと思う工夫があるのか。どう興味関心を引いていくかが大切。 

M社に注目した根拠について 

 ZENBプロジェクトをどのように扱って単元をつくるのか。子ども達の疑問「なぜ、調味料で有名な会社がパス

タを作る必要があるの？」からつなげたい。また工場の場所を地理的にも良いと感じている。以前は川を使って運

搬をしていたが、効率の悪さなどの様々問題から現在の場所に工場を移転させている事実。入れ物の瓶・材料の果

実などの関連工業に繋げられると考えている。 

ZENBプロジェクトに注目することで、食酢の勉強との繋がりをより明確にすることが必要。３年生との学習と

の違いを整理すると指導する内容が明確になる。世界シェアなど資料を見せると良い？ 

 

文責 田中 晃祐先生（あざみ野第二小） 

 

食酢を材にするとM社の企業理念には

つながるが、、、子どもの関心にどう

やって繋げていくのかが課題。 



【提案日時】      
       ９月 ６日（水）  

提案  志村 竜乃介先生（大綱小）    

司会  呉屋 雄紀先生（師岡小）     

記録  倉方 一樹先生（さちが丘小）   
【会 場】  
     平沼小学校 

【指導案検討】 

 

発展の比較 

‣



発 杉内 翔太先生（川和小） 

文責 倉方 一樹先生（さちが丘小）


